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議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５６

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
道
路

新
設
改
良
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
東
西
を
結
ぶ
市
道
４
号
線
は

圏
央
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て

重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
小
田

急
線
と
の
立
体
交
差
の
用
地
を
積

極
的
に
取
得
す
る
こ
と
は
大
変
歓

迎
し
ま
す
。
道
路
と
小
田
急
線
の

交
差
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
道
４

号
線
を
地
下
化
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
立
体
交
差
を
利
用
で

き
る
通
行
車
両
の
大
き
さ
、
道
路

の
地
下
化
を
行
う
長
さ
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
今
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
の
猛
烈
な
豪
雨
に
よ
り
、
全
国

各
地
で
立
体
交
差
部
分
の
冠
水
に

よ
る
被
害
が
多
く
起
き
て
お
り
、

雨
水
対
策
が
必
要
不
可
欠
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

立
体
交
差
を
利
用

で
き
る
通
行
車
両
に
つ
い
て
は
、

車
両
の
幅
が
２
・
５
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
が　

・
５
メ
ー
ト
ル
の
セ
ミ

１６

ト
レ
ー
ラ
ー
が
通
行
可
能
で
す
。

ま
た
、
構
造
物
の
高
さ
を
６
メ
ー

ト
ル
、
車
両
の
通
行
有
効
区
間
を

４
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
の

間
と
想
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
対
応
で
き
る
車
両
の
通
行
が

可
能
と
考
え
ま
す
。
立
体
化
事
業

の
延
長
は
、
明
王
入
口
の
５
差
路

付
近
か
ら
入
谷
バ
イ
パ
ス
ま
で
の

約
２
４
０
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て

い
ま
す
。雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

自
然
流
下
で
既
存
排
水
路
へ
処
理

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

必
要
に
応
じ
、
ポ
ン
プ
施
設
等
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総括質疑  総括質疑  総括質疑  
　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５８

２８

間
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
の

減
額
は
、
県
水
の
受
水
費
が
６
０

０
８
万
円
余
減
額
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　

今
回
、
神
奈
川
県
内
広
域
水
道

企
業
団
が
料
金
改
定
を
す
る
理
由

に
つ
い
て
、
ま
た
、
神
奈
川
県
内

広
域
水
道
企
業
団
の
財
政
が
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
県
水
の
受
水

費
減
額
に
よ
っ
て
市
民
へ
の
水
道

料
金
に
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

る
の
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

神
奈
川
県
内

広
域
水
道
企
業
団
が
今
回
料
金
改

定
を
し
た
理
由
は
、
平
成　

年
度

２８

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
財
政
計

３２

画
策
定
に
関
す
る
構
成
団
体
と
の

協
議
の
中
で
、
料
金
収
入
が
低
減

傾
向
に
あ
る
構
成
団
体
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
受
水
費
料

金
単
価
を
引
き
下
げ
る
見
直
し
が

行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団

の
財
政
計
画
は
、
企
業
団
の
財
政

状
況
に
従
っ
て
計
画
し
た
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
本
市

水
道
事
業
の
財
政
計
画
期
間
が
平

成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

２８

３０

の
３
年
間
で
す
の
で
、
こ
の
期
間

内
は
現
行
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
座
間
市
水
道
事
業

審
議
会
の
答
申
で
、
算
定
期
間
終

了
前
に
料
金
の
見
直
し
に
着
手
す

る
よ
う
附
帯
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

５８

２８

間
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
宮
ヶ
瀬
系
県

水
の
受
水
費
６
０
０
８
万
７
０
０

０
円
が
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

基
本
料
金
の
単
価
が
減
額
と
な
っ

た
一
方
、
従
量
料
金
の
単
価
は
上

が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
市
は
、
秦
野
市
と
と
も
に
神
奈

川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
に
対
し

て
県
水
受
水
費
の
低
減
要
望
を
し

て
い
ま
す
が
、
従
量
料
金
の
単
価

が
逆
に
上
が
っ
た
理
由
を
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
企
業
庁
と
の
配
分
水

量
に
関
す
る
基
本
協
定
書
で
、
本

市
の
配
分
水
量
は
日
量
３
万
７
３

０
０
ト
ン
と
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
当
初
予
算
時
の
説
明

で
今
年
度
の
受
水
計
画
量
は
日
量

５
２
０
０
ト
ン
で
し
た
か
ら
、
配

分
水
量
で
は
な
く
実
際
の
使
用
水

量
で
計
算
し
た
ら
受
水
費
が
低
く

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
神
奈
川

県
内
広
域
水
道
企
業
団
に
対
し
、

基
本
協
定
書
の
見
直
し
を
ど
う
進

め
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

神
奈
川
県
内

広
域
水
道
企
業
団
の
供
給
料
金
は

財
政
計
画
期
間
の
総
括
原
価
を
も

と
に
設
定
し
ま
す
。
水
道
用
水
を

供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
電
力
費

や
役
務
費
の
増
加
に
よ
り
従
量
料

金
単
価
が
上
昇
し
た
と
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
。
基
本
料
金
部
分
の
算

定
に
お
い
て
、
実
水
量
に
配
慮
し

た
負
担
割
合
を
考
え
て
い
た
だ
く

旨
の
要
望
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
要
望
活
動
は
行
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

議
案
第　

号
、
西
部
地
区
総
合

５６

交
通
対
策
事
業
費
の
市
道
４
号
線

視
距
改
良
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

市
道
４
号
線
は
、
東
西
の
幹
線

道
路
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
圏
央

道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
管
理
者
と

の
間
で
小
田
急
線
と
の
円
滑
な
交

差
方
法
を
考
慮
し
な
が
ら
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
田
急
線
と
の
交
差
方
法
を
当

面
の
間
は
平
面
的
交
差
と
し
て
事

業
用
地
の
取
得
を
進
め
て
い
る
中

で
、
交
差
部
付
近
の
地
権
者
か
ら

所
有
地
の
造
成
計
画
に
つ
い
て
の

相
談
が
市
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
将
来
的
な
立
体
的
交
差
用
地

と
し
て
約
７
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
造
成
計
画
地
を
先
行
し
て
取
得

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
用
地
取
得
の
場
所
と

事
業
日
程
の
目
安
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

　

都
市
部
長　

市
道
４
号
線
の
将

来
的
に
必
要
な
立
体
交
差
事
業
用

地
と
し
て
、
今
回
、
先
行
し
て
取

得
す
る
箇
所
は
、
小
田
急
線
相
武

台
４
号
踏
切
の
東
南
側
の
市
道
４

号
線
と
市
道
入
谷
１
１
４
号
線
が

交
差
す
る
付
近
で
す
。

　

小
田
急
線
と
の
立
体
交
差
は
、

県
や
神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所

東
部
セ
ン
タ
ー
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
警
察
、
鉄
道
事
業
者
で
あ
る

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
と
の
調
整

等
に
も
よ
り
ま
す
が
、
平
成　

年
３１

度
の
都
市
計
画
変
更
を
目
標
と
し
、

平
成　

年
度
を
目
安
に
事
業
化
し

３４

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
部
地
区
総
合
交
通
対
策
事
業

費
７
２
０
０
万
円
は
、
市
道
４
号

線
視
距
改
良
事
業
で
、
小
田
急
線

交
差
部
付
近
の
用
地
を
先
行
し
て

取
得
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

　

小
田
急
線
と
の
立
体
交
差
事
業

に
向
け
た
事
業
費
は
合
計
で　

億
２７

円
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、国
、

県
、
市
、
小
田
急
電
鉄
の
負
担
割

合
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
の
進
展
に
よ

っ
て
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
さ

ら
に
進
む
も
の
と
大
い
に
期
待
を

寄
せ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
効
果
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

事
業
費
の
負
担
割

合
に
つ
い
て
は
、
小
田
急
線
の
横

断
部
分
が
市
の
施
工
区
間
に
位
置

し
て
い
る
た
め
、
市
が
事
業
主
体

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

現
段
階
で
は
、
県
ま
た
は
小
田
急

電
鉄
株
式
会
社
へ
費
用
の
負
担
を

求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
道
４
号
線
を
立
体
交
差
と
す

る
こ
と
に
よ
る
周
辺
へ
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
平
面
交
差
の
場
合
に

予
想
さ
れ
る
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ

れ
、
交
通
弱
者
を
含
め
踏
切
を
横

断
す
る
歩
行
者
等
の
安
全
も
確
保

さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
重
要
な
東
西
の

幹
線
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地

域
産
業
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
も

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て

い
ま
す
。

ざ
ま
大
志
会
（
松
橋　

淳
郎 
議
員
）

市
道
４
号
線
立
体
交
差
事
業
の

今
後
の
見
通
し
は 神

奈
川
ネ
ッ
ト
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

県
水
受
水
費
６
０
０
８
万
円
減
額

　

水
道
料
金
へ
の
影
響
は
？

新
政
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司 
議
員
）

市
道
４
号
線
立
体
交
差
に

万
全
の
雨
水
対
策
を
！

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

県
水
受
水
費
の
低
減
要
望
の
内
実
を
問
う

基
本
協
定
書
の
見
直
し
こ
そ
必
要
！

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

市
道
４
号
線
の
立
体
交
差
事
業
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
効
果
を
問
う

　市議会で開催される会議（本会議・委員会）は、傍聴する
ことができます。
　本会議の傍聴は、市役所７階の議場入口正面で受け付けて
います（各委員会の傍聴は、６階の議会事務局にお申し出く
ださい）。
　受付で住所・氏名のご記入をお願いします。

議会を傍聴しましょう

７月２９日（金）議会運営委員会
８月５日（金）本会議（開会・提案説明）
　　８日（月）本会議（総括質疑）
　　　　　　　予算決算常任委員会（本会議終了後）
　　１０日（水）予算決算常任委員会企画総務分科会、企画総務常任委員会
　　　　　　　予算決算常任委員会健康福祉分科会、健康福祉常任委員会
　　１２日（金）予算決算常任委員会教育市民分科会、教育市民常任委員会
　　　　　　　予算決算常任委員会都市環境分科会、都市環境常任委員会
　　１６日（火）予算決算常任委員会企画総務分科会、企画総務常任委員会
　　　　　　　予算決算常任委員会健康福祉分科会、健康福祉常任委員会
　　１７日（水）予算決算常任委員会教育市民分科会、教育市民常任委員会
　　　　　　　予算決算常任委員会都市環境分科会、都市環境常任委員会
　　１８日（木）基地対策特別委員会
　　　　　　　議会改革特別委員会（午後１時～）
　　２２日（月）予算決算常任委員会
　　２４日（水）本会議（一般質問）
　　２５日（木）本会議（一般質問）
　　２６日（金）議会運営委員会
　　２９日（月）本会議（討論・採決・閉会）
　　　    ※会議は、午前９時に開会する予定です。

●● 平平成成２２８８年年第第３３回回（（８８月月））定定例例会会のの開開催催予予定定 ●●


